
中園廃棄物最終処分場の廃止について

１．中園廃棄物最終処分場の概要

【埋立期間】昭和５４年６月～平成１５年６月
【敷地面積】１６５.８ha
【埋立面積】４９.８ha
【埋立容量】６６０万ｍ3（芳野処分場の約４倍）

２．廃棄物の安定化プロセス
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３．埋立終了後における中園廃棄物最終処分場の監視・管理体制

・学識経験者、地域住民等で構成
・埋立地の評価や維持管理のあり方など議論

中園廃棄物最終処分場監視委員会

・浸出水の処理
・浸出水の水質やガス排出量等を測定

埋立終了後の維持管理

徐々に熱・ガスの発生が収まり、浸出水の水質も改善

ガスや水質等の測定値が、法令で定められた廃止基準以下

処分場を廃止

【令和７年２月】測定結果が廃止基準を満足

【令和７年３月１４日】附属機関会議の結論
現在の状態まで埋立地が安定化していれば、廃止しても問題ない
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４．廃止に向けた手続き

４月下旬～５月上旬

地域住民説明会

引き続き、地元と協議しながら廃止後の管理のあり方や復元方法について検討

・現在の処分場の状況や安全性の説明
・廃止後の管理のあり方について意見聴取

廃止確認申請

６月頃 ・環境部廃棄物指導課へ申請
・審査は１～２ヶ月程度

廃止許可後

放流ルートの切替工事
（第３回定例会 補正予算）

【現 在】浸出水 ⇨ 水処理施設 ⇨ 河川
【切替後】浸出水 ⇨ 河川

切替工事完了

今年度末
水処理施設の稼働停止

５．廃止後の対応

施設の撤去

水処理施設
調整池

管理棟ほか

【令和８年度以降】
 ・施設撤去に係る調査・設計を発注
 ・事業スケジュールを作成
 ・財政部局と協議

水処理施設 調整池 管理棟


